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クラス 1 ・ラテンアメリカン 5 種目総合であり、











































た．介入は、 1 回 6 分～15分の車いすダンス（ワ

















































































　 1 回15分以内、週約 3 回の車いすダンス介
入は、GMFCSレベルⅤの最重度脳性麻痺者の
栄養状態に、問題となるような影響を及ぼさな
いことが示唆された．
　GMFCSレベルⅤの最重度脳性麻痺者に対し
て、運動介入を行いそのトレーニング効果につい
て検討した研究は、本研究が最初である．車いす
ダンスを継続することによって、呼吸循環器系の
機能向上を誘起する強度の運動を行えるようにな
ることが認められた．この結果から、最重度脳性
麻痺者のQOL向上に対して、従来の治療的アプ
ローチのみならず、健常者のサポートを受けなが
ら、自らが主体的に適切な運動を行うことが心身
を健康に保つための手段として有効ではないかと
考えられる．車いすダンスは、そのような運動の
手段になり得ることが明らかとなった．
車いすダンスが重度脳性麻痺者の呼吸循環器系に及ぼす影響
